
日時：令和８年１月08日（木）
場所：ホテルオークラ東京

日本慢性期医療協会
定例記者会見



本日の内容

新地域医療構想および令和８年度診療報酬改定と
これからの慢性期医療の役割

日本慢性期医療協会副会長
入院・外来医療等の調査・評価分科会委員

井川誠一郎



（令和6年11月8日 第2回新たな地域医療構想等に関する検討会資料より）





（令和７年12月12日 第８回地域医療構想及び医療計画等に関する検討会資料より）





（2025.12.4第206回社会保障審議会医療保険部会資料案より変更なし）













消費者物価指数と診療報酬改定率の推移
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（総務省統計局統計データ、中医協資料より算出）



Patient flowからみた慢性期病院の位置づけ
• 医療と介護の橋渡し

• 高度急性期治療を経た患者の回復期、中長期入院医療や慢性疾患管理を担う役割。
• 地域医療構想や地域包括ケアシステムの中核として、在宅復帰や施設移行までの橋
渡し機能を担う連携拠点。

• 多職種連携の拠点
• 医療・介護・福祉の多職種連携拠点として、患者のQOL向上を目指したケアプラン
の作成を推進。

• 医療資源の効率的な活用による地域医療体制の堅持
• 高齢者や慢性疾患患者の長期療養を支える地域資源として、家族や地域社会との協
働を強化。

• 急性期病院のベッド回転率向上を支援し、医療資源の効率的な活用に貢献。
• 地域の医療機関・介護施設・行政との情報共有を促進し、患者の途切れないケアを
実現。



2040年を見据えた慢性期病院の役割
1. 超高齢社会における「地域多機能型病院（ごちゃまぜ病院）」への進化

• 慢性疾患患者や認知症高齢者の増加に対応する医療・ケア体制の強化。
• 軽症救急患者の受け入れ、治療の充実化
• 在宅医療・訪問看護・介護との連携をより深化させ、地域全体での患者支援体制を構築
• 患者・家族への相談支援や意思決定支援を充実させることで、尊厳ある療養生活を支援。

2. 人材不足対応とDX（デジタル変革）の推進
• ICTやAIなどデジタル技術を活用した遠隔診療・リモートモニタリングによる効率的なケア提供。
• 医療従事者の働き方改革を推進し、職員の定着・育成を図ることで質の高い慢性期医療を維持。
• 災害時やパンデミック時の地域医療のバックアップ機能として、柔軟な体制を構築

3. 地域共生社会形成への貢献
• 地域住民の健康増進活動や予防医療の推進拠点として、健康教育や地域イベントを積極的に展開。
• 多様化する患者ニーズに対応した個別化ケアの実現（多文化対応、生活背景への配慮など）。
• 地域全体の医療資源配分を最適化し、持続可能な医療体制の構築に寄与



良質な慢性期医療がなければ
日本の医療は成り立たない

〜今こそ、寝たきりゼロ作戦を！〜
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